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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
米
軍
嘉
手
納
基
地
の
進
入
管
制
（
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
）
の
返
還
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

日
米
両
政
府
は
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で
発
表
さ
れ
た
文
書
（
以
下

「
発
表
文
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
二
〇
〇
九
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
羽
田
空
港
拡
張
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
横
田

空
域
に
お
け
る
民
間
航
空
機
の
航
行
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
が
探
求
さ
れ
る
。
検
討
さ
れ
る
選
択
肢
に
は
、
米
軍
が
管

制
を
行
っ
て
い
る
空
域
の
削
減
や
、
横
田
飛
行
場
へ
の
日
本
の
管
制
官
の
併
置
が
含
ま
れ
る
。
加
え
て
、
双
方
は
、
嘉
手
納

の
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
業
務
の
移
管
プ
ロ
セ
ス
の
進
捗
を
考
慮
す
る
。
」
と
表
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
発
表
文

書
を
受
け
て
、
日
米
両
政
府
が
、
横
田
空
域
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
。
）
軍
隊
が
横
田
飛
行
場
に

お
い
て
行
っ
て
い
る
進
入
管
制
業
務
の
対
象
で
あ
る
空
域
を
い
う
。
）
に
お
け
る
民
間
航
空
機
の
航
行
を
円
滑
化
す
る
た
め

の
措
置
を
探
求
す
る
際
に
、
嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
進
入
管
制
業
務
（
以
下
「
沖
縄
進
入
管
制
業
務
」
と
い
う
。
）
の
我

ち
ょ
く

が
国
へ
の
移
管
に
係
る
取
組
の
進
捗
状
況
も
参
考
に
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協

力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定

（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第
二
十
五
条
�
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
（
以
下
「
日
米
合
同

委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
累
次
に
わ
た
り
合
衆
国
政
府
に
対
し
て
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
か
か
る
要

請
を
受
け
て
、
平
成
十
二
年
三
月
十
六
日
に
、
当
時
の
コ
ー
エ
ン
国
防
長
官
か
ら
河
野
洋
平
外
務
大
臣
に
対
し
て
、
合
衆
国

軍
隊
の
運
用
上
の
所
要
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
に
同
意
す
る
旨
の
発
言

が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
六
に
つ
い
て

沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
に
、

移
管
に
向
け
た
我
が
国
の
航
空
管
制
官
の
訓
練
に
係
る
事
項
を
含
む
具
体
的
移
管
計
画
が
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
訓
練
が
終
了
し
た
後
に
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
更
に
具
体
的
な
調
整
が
行
わ
れ
た
上
で
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
が

我
が
国
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
移
管
に
必
要
な
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
開
始
さ

れ
て
お
り
、
訓
練
の
開
始
か
ら
お
お
む
ね
三
年
後
の
移
管
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



御
指
摘
の
特
別
作
業
部
会
に
お
い
て
は
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
が
我
が
国
に
移
管
さ
れ
た
後
の
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
が
、
協
議
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
公
表
す
れ
ば
合
衆
国
政
府
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
十
月
十
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
我
が
国
の
航
空
管
制
官
二
名
を
嘉
手
納
レ
ー
ダ
ー
進
入

管
制
所
（
い
わ
ゆ
る
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
）
に
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
後
に

お
い
て
も
民
間
航
空
機
及
び
軍
用
機
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
航
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た
め
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
実
態

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
五
月
三
十
日
の
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
米
両
政
府
が
、
日
米
合
同
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
て
い

る
民
間
航
空
分
科
委
員
会
の
合
衆
国
側
議
長
か
ら
日
本
側
議
長
に
平
成
十
三
年
四
月
二
十
六
日
に
送
付
さ
れ
た
沖
縄
進
入
管

制
業
務
の
移
管
に
係
る
運
用
所
要
を
承
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
運
用
所
要
を
踏
ま
え
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が

国
へ
の
移
管
に
向
け
て
、
日
米
両
政
府
は
移
管
に
係
る
よ
り
詳
細
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
運
用
所
要
は
、
緊
急
事
態
発
生
時
の
対
応
等
、
合
衆
国
軍
隊
が
従
来
ど
お
り
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

三



を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
を
公
表
す
れ
ば
合
衆
国
政
府
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

七
に
つ
い
て

昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
に
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
た
沖
縄
航
空
交
通
管
制
合
意
に
お
い
て
は
、
「
合
衆
国
政

府
は
、
日
本
国
政
府
が
こ
れ
ら
の
飛
行
場
へ
の
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
業
務
を
提
供
で
き
る
ま
で
の
暫
定
期
間
中
、
こ
れ
ら
の

飛
行
場
に
対
す
る
進
入
管
制
業
務
を
行
う
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
我
が
国
が
沖
縄
進
入
管
制
業
務
を
実
施
す

る
能
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
日
米
両
政
府
間
で
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
が
我
が
国
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
は
既
に
沖
縄
進
入
管
制
業
務
を
実
施
し
得
る
十
分
な
能
力
及
び
技
術
を
備
え
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
右
合
意
を
踏
ま
え
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
の
我
が
国
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
並
び
に
三
及
び
六
に
つ

い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
日
米
合
同
委
員
会
の
枠
組
み
を
通
じ
、
累
次
に
わ
た
り
合
衆
国
政
府
に
対
し
て
、
要
請
し
、

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
に
、
移
管
に
向
け
た
我
が
国
の
航
空
管
制

官
の
訓
練
に
係
る
事
項
を
含
む
具
体
的
移
管
計
画
が
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
訓
練
が
終
了
し
た
後
に
、
日
米
合

四



同
委
員
会
に
お
い
て
更
に
具
体
的
な
調
整
が
行
わ
れ
た
上
で
、
沖
縄
進
入
管
制
業
務
が
我
が
国
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

五


